
 
 

 

 

 

 

 

１．趣   旨 

現在、経済的貧困や社会的孤立、少子高齢化、ジェンダーバイアス等多くの社会的課題があり

ますが、これらについて「地域」によせられる期待は小さくありません。課題の多くが地域で生

じる一方で、その解決を目指し多くのボランティア・市民活動の取り組みが展開されている(い

く)のも地域だからです。 

本セミナーでは、地域で安心して暮らすために必要になる事柄をテーマにし、各領域で実践を

行っている方々に報告(レポート)を、専門とする方に講演をいただくことで、県内のボランティ

ア・市民活動をより深めていくことを目的に開催します。 

 

２．主  催  

社会福祉法人岐阜県社会福祉協議会 

 

３．実施方法  

全ての日程オンラインにて開催します（Zoom使用） 

＊Zoom 参加方法は、参加申込締切後に申込時にご登録いただいたメールアドレスにお送りします(資料

データも一緒にお送りする予定です) 

 

４．参加対象 

地域活動に関心がある市民の方、ボランティア・市民活動者、 社会福祉協議会職員、非営利団体職員、市町

村の NPO担当課・福祉担当課職員、企業の担当者等 

 

５．参 加 費  

無 料 
 

６．参加申込 ※下記のいずれかの方法で各申込締切日までお申込みください。 

（１）個人・団体で視聴される方 

①1台の端末で複数の方が参加される場合は、代表者１名が参加申込ください。（視聴にはウェブ環

境と PC、タブレット等の端末が必要となります） 

②申し込みは、テーマごとに設けている申込フォームからお願いします。申込フォームへは、申込フォ 

ーム URLもしくは、 岐阜県社会福祉協議会 ボランティア・市民活動Webセミナーで検索してくださ 

い。 

（２）市町村社会福祉協議会パブリックビューイング会場より視聴される方 

   お住まいの地域の市町村社会福祉協議会を通じてお申込みください。 

 ※パブリックビューイング会場を設けている地域は一部ですので、お住まいの市町村社会福祉協議 

会へご確認ください。 

 



 

７．日時・内容 

 

 

１３
：
３０ 

～ 

１６
：
００ 

第
１
日
目 

／
9
月
14
日
（
木
） 

テーマ 多文化共生について（防災と災害から考える） 

内容 

 人口に占める外国人の方の人口が全国 4 位と岐阜県には多様なルーツを持つ

方が暮らしていますが、互いに関わる機会はどのくらいあるでしょうか。 

 このテーマでは、災害時の対応や普段の防災の取り組みの視点から多文化共

生についての考えを深めるために、県内外の団体から講演と二つの実践発表を

いただきます。 

実践 

レポート 

「外国人住民も対象にした防災の取り組みについて」 

（岐阜県） NPO法人可児市国際交流協会 事務局長 各務 眞弓 氏 

「被災した外国人住民への支援について」 

（宮城県）公益財団法人仙台観光国際協会 国際化事業部 部長  須藤 伸子 氏 

講 演 
「お互いを知り、助け合えるコミュニティづくりをめざして」 

（東京都）NPO法人すみだ多文化共生交流会 理事・事務局長 刈谷 仁路志 氏 
申込フォーム

URL 
https://forms.gle/SRGr5aHxxFpGuEqW9 

申込締切 8月 31日（木） 

 

 

１３
：
３０ 

～ 

１６
：
００ 

第
２
日
目 

／ 

10
月
12
日
（
木
） 

テーマ 企業と非営利団体の協働について 

内容 

 企業と NPO(民間の非営利団体)が力を合わせた事例やそれによって得られる

ことについて講演と二つの実践報告から学びます。社会貢献活動の方法につい

て、知ることができますので、企業の担当者の方もお気軽にご参加ください。 

実践 

レポート 

県内で社会貢献活動及び NPOとの協働を行う企業からの報告① 

県内で社会貢献活動及び NPOとの協働を行う企業からの報告② 

講 演 
「企業と非営利団体が力を合わせてできること、得られること」 

（岐阜県）NPO法人泉京・垂井 副代表理事 神田 浩史 氏 

申込フォーム

URL https://forms.gle/kHcGCv1wXiCQC6KJ9 

申込締切 9月 28日（木） 

 

 

１３
：
３０ 

～ 

１６
：
３０ 

第
３
日
目 

／ 

11
月
8
日
（
水
） 

テーマ ボランティア活動のための傾聴とコミュニケーション 

内容 

このテーマでは、人と人とがつながるきっかけやグループの中でのより良い

人間関係のために必要なポイントや傾聴の方法について講義や演習を通して学

びます。地域での活動やボランティアが、より豊かに楽しくなる方法を一緒に

学んでみませんか？ 

講義 

演習 

「ボランティア・市民活動に役立つ傾聴とコミュニケーション」 

（兵庫県）夢こらぼ 主宰 松尾 やよい 氏 

申込フォーム

URL 
https://forms.gle/jg5vkqzK4YXmdZvr7 

申込締切 10月 25日（水） 

 

 

 

 



 

１３
：
３０ 

～ 

１６
：
００ 

第
４
日
目 

／ 

12
月
6
日
（
水
） 

テーマ ヤングケアラーを地域で支えることについて 

内容 

現在、自分の身近な人をケアする子どもや若者（ヤング・若者ケアラー）が

多くいることが明らかになっています。 

ヤングケアラーを単に「かわいそう」な子どもと見るのではなく、彼ら彼女

らがケアを担う社会的背景について知り、ケアする人を地域で支えることにつ

いて、二つの実践レポートと講演を通して考えます。 

実践 

レポート 

①「経験者からの報告」 

（大阪府）NPO法人ふうせんの会 

②「ケアラーを地域で支えるために必要なこと」 

（千葉県）NPO法人ケアラーネットみちくさ 理事長 布川 佐登美 氏 

講 演 

「ヤングケアラーの基礎知識とその支援について－生活困窮世帯への学習支

援・家庭訪問で子どもたちから学んだこと－」 

（埼玉県）一般社団法人彩の国子ども・若者支援ネットワーク(アスポート) 

                    統括責任者 土屋 匠宇三 氏 
申込フォーム

URL 
https://forms.gle/gxvZD82vyZnxmAj86 

申込締切 11月 22日（水） 

 

 

１３
：
３０ 

～ 
１６
：
００ 

第
５
日
目 

／
１
月
１６
日
（
火
） 

テーマ 高齢者・障がい者の支援（社会的孤立とセルフネグレクト） 

内容 

 このテーマでは、高齢者や障害者への支援を社会的孤立とセルフネグレクト

（自己放任）という状態から考えます。 

昨今、「ごみ屋敷」や「孤独死」などセンセーショナルな報道が相次ぎます

が、まずは「孤立・孤独」とは何かについて知っていきましょう。 

社会的孤立を防ぐための見守り活動や居場所づくりについての取り組みやセ

ルフネグレクト状態の方への支援・関わりの事例についても実践報告をいただ

きます。 

実践 

レポート 

①「社会的孤立を防ぐための居場所づくりの取り組み」 

（鳥取県）社会福祉法人境港市社会福祉協議会 

生活支援コーディネーター 志賀 智子 氏 

②「セルフネグレクト状態にある方への生活支援について」 

（岐阜県）NPO法人清爽力 理事 大沢 竜也 氏 

講 演 
「社会的孤立とセルフネグレクト；どう支援につなげるのか」 

（愛知県）日本福祉大学 教授  博士(社会福祉学) 斉藤 雅茂 氏 

申込フォーム

URL 
https://forms.gle/gbhcVb2FZpJvi5jp6 

申込締切 1月 5日（金） 

 

 
８．問合せ先  
岐阜県社会福祉協議会 総務企画部 地域福祉・ボランティア担当（松岡） 

〒５００－８３８５ 岐阜市下奈良２－２－１ 岐阜県福祉農業会館内 

TEL：０５８－２０１－１５４６／FAX：０５８－２７４－２９４５／E-mail：chiiki@winc.or.jp 

 


